
＜中期経営計画への取組み＞

このような環境のもと、当社は2018年度からの
3ヵ年を計画期間とする「中期経営計画2020」を策
定して取り組んでまいりました。

「中期経営計画2020」では、営業職員チャネルを
コアに位置付けた「販売分野の成長」と、銀行窓販・

代理店および日本生命への商品供給を通じた「元受

分野の成長」の両輪に取り組み、加えて「元受機能の

強化と効率化」や「ホールセール領域における強み

づくり」に取り組むことで会社成長を加速させると

ともに、これらの戦略を支える取組みとして、「お客

さま本位の業務運営とコンプライアンスの徹底」、

および「人材育成と活気のある職場環境づくり」を

重要課題として位置付けています。

　そして「中期経営計画2020」への取組みを進めた
結果、2018年度決算におきましては、料率改定など
の影響により基礎利益は減少したものの、日本生命

への商品供給も含めた一時払外貨建養老保険「ド

リームロード」の販売が好調であったことなどか

ら、保険料等収入や新契約年換算保険料は前年度か

ら増加、さらに内部留保の積み増しなどによりソル

ベンシー・マージン比率や実質純資産額も前年度か

ら増加となりました。

また、健全性の回復などを背景に、個人保険・個人

年金保険の契約者配当および、株主配当について、11
年ぶりとなる復配を実施することといたしました。

＜「大樹生命」としての企業価値向上に向けて＞

2019年度は、「中期経営計画2020」の2年目と
して、また「大樹生命」の初年度として新ブランド

の定着を図っていく重要な年度と位置付けていま

す。そのため新社名浸透活動をはじめとした「大樹

生命」ブランドとしての企業価値向上に繋がる取

組みを実施するとともに、「中期経営計画2020」

に、全社一丸となって取り組んでまいります。

2019年は、「平成」から「令和」に元号が変わり、
新たな時代の幕開けとなりました。

　当社も大樹生命に社名が変わりましたが、初代社

長の団琢磨が残したことばである「いつの時代も、

お客さまのためにあれ」という価値観は、創業以来

90年以上たった今でも変わることなく、全従業員に
受け継がれています。

　これからも、全従業員がこのことばを胸に刻み、

お客さまによりそう「BESTパートナー」であり続け
るため、誠心誠意努めてまいります。

　引き続き、皆さまからの一層のご支援、ご愛顧を

賜りますよう、心よりお願い申し上げます。
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いつの時代も、お客さまのためにあれ



お客さまの属性やご加入いただくチャネルに応じた事務サービスおよび体制を充実させることで、諸手続きにおけるお客

さま満足度の持続的な向上に取り組みました。また、営業職員領域において、お客さまの保全手続きにおける利便性向上を目

的とした保全ペーパーレス手続きの拡張を図りました。

当社コールセンターは、HDI-Japanが主催する2018年度公開格付け調査「問合せ窓口」部門において、前向きで明るく応

対する姿勢と、豊富な知識で説得力のある提案ができる点を高く評価していただき、5年連続で「三つ星」評価を獲得すること

ができました。
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